
令和２年度 広島市の学校におけるいじめ防止対策及び働き方改革推進フォーラム

「いじめ防止対策及び働き方改革の推進モデル校」実践発表

広島市立五日市中学校

学級数 ２９学級
生徒数 ８７８名
（令和２年５月１日現在）



モデル校として２年間の流れ

ミニ研修による自身の働き方に対する意識向上

負担になっている業務の見直し

１年次 意識改革

２年次 取組の継続発展

スクールサポートスタッフや部活動指導員の有効活用

定時退校日・会議のペーパーレス化・学校マニュアル作成等

採点システムの活用

安心して生活できる学校づくり



１年次 意識改革
ミニ研修による自身の働き方に対

する意識向上



❶部活動
放課後の練習に土日の試合

技術指導ができないことも精
神的に負担

負担になっている業務の見直し

❷会議の時間
かかりすぎ。放課後16時からの会

議では勤務時間内に終わるはず
ない

❹多くのプリント類印刷するにも

配付するにも大規模校だと大人数。時
間がかかる。

❸こまごまとした仕事
安全点検・電話応対・教室整備・校区

内の見守り活動

❺生徒指導
生徒への指導だけでなく情報や方針共
有のための会議や保護者連絡に時間が

かかる。



• 放課後の練習、土・日の試合など時間を取られる。

• 技術指導ができないことが精神的に負担。

平日1日・休日1日の部活動休養日の徹底
部活動指導員の導入

❶部活動



• 会議の時間がかかりすぎる。放課後16時からの会議では勤務時間内
に終わるはずない。

• 進路にかかわる会議・生徒指導にかかわる会議、生徒数が多いと
抱える件数も多い。それだけ時間もかかる。

会議のルールをつくる
部会・学年会・職員会議の日は5時間授業にする
職員会議ではプリントに書いてあることは読まない

❷会議の時間



• 安全点検・校区内の見守り活動（祭り・夜市・長期休業中）

• 電話応対 朝の欠席・遅刻連絡 地域からの電話

• 教室整備 日々の清掃・メンテナンス 年度末の教室内清
掃 エアコン・物品の点検準備

可能なところから廃止したり簡素化の工夫
をしたりする

安全点検の押
印の簡素化

❸こまごまとした仕事

留守番電話の
設定

見守り活動の
簡略化



• 印刷するにも配付するにも大規模校だと大人数で時間がか
かる。

• プリントの整理がついてなく、必要な時に探すのに時間が
かかる。

スクールサポートスタッフの活用
職員会議のペーパーレス化
コンピュータ・サーバー内のルールの確立
職員室の大掃除

❹多くのプリント類



スクールサポートスタッフに
印刷業務を依頼

印刷作業をする
スクールサポート

スタッフ

スクールサポートスタ
ッフに作成を依頼した
百人一首の教材



• 急な生徒指導によってしようと思っていた仕事が後回しになり、生徒
指導が一段落した後残ってすることになる。

• 学年の人数が多い分、生徒指導も多くなる。

• 丁寧な指導を心がければ、その分時間がかかる。

• 方向性が見えなかったり、教職員のベクトルがそろわなかったりする
と疲労感がつのる。

予防的な生徒指導で教職員のベクトルを合わせる
教職員全員による教育相談 学級力アンケートの実施

❺生徒指導



〈昨年度の成果〉

目標である「意識改革」はある程度達成
年度当初と比較して、あなた自身の働き方改革についての意識は高まりましたか。

肯定的評価 ８２％

スクールサポートスタッフ・留守番電話・部活動指導員の活
用・学校閉庁日の設定は有効であることがわかった

スクールサポートスタッフの活用により長時間労働が解消(緩和）肯定的評価 ７１％

留守番電話の設置により長時間労働が解消(緩和）肯定的評価 ７６％

学校閉庁日の拡大により休暇取得できた 肯定的評価 ７２％



〈今年度への課題〉

勤務時間外在校等時間の削減

そのために

スクールサポートスタッフや部活動指導員の有効活用

定時退校日・会議のペーパーレス化・学校マニュアル作成等

採点システムの活用



〈もう一つの課題〉

生徒指導上の問題が起こると

時間外勤務が増える

未然防止・早期発見・早期解決が鍵

安心して生活できる学校づくり



２年次 取組の継続発展

スクールサポートスタッフや部活動指導員の有効活用

定時退校日・会議のペーパーレス化・学校マニュアル作成等

採点システムの活用

安心して生活できる学校づくり



ここで取り上げる３つの取組

❶部活動指導員の有効活用

❸採点システムの導入

❷定時退校日・会議のペーパーレス化



❶部活動指導員の有効活用



部活動指導員の取り組み

• 技術指導ができない顧問の負
担感を軽減

• その種目の技術指導ができる
指導員に年間200～500時間程

度来てもらう

• 部活動指導員がついていない
部活動顧問の負担軽減のため
新たに試行

• ストレッチ・体幹トレーニン
グなどを中心に全運動部活動
を順番に指導してもらう

それぞれの種目の技術指導
ができる部活動指導員

各運動部活動を横断的に指
導する部活動指導員

今年度導入



部員 ６７名

顧問2名 競技
経験若干あり

本年度全国大会
出場 経験者生
徒も入学 生徒た
ちの意欲と競技レ
ベルの高さに応え
たい

テニス
部 部員１４２名

男子4８名

女子９４名

顧問５名 競技
経験なし

校内で1番のマン
モス部活 専門的
な技術を持った人
についてもらい多く
の生徒にバドミント
ンの楽しさを教え
たい

バドミン
トン部

それぞれの種目の技術指導ができる部活動指導員 2つの部で導入



試合の経過などを書いたテニス部通信も
部活動指導員が作成

バドミントン部の指導員

平日１日活動。休日は大会・練習
試合などに活動。
技術指導を担当。

テニス部の指導員

平日４日・休日１日の部活時間にほぼ
活動。
会計以外の部活動の仕事をほぼ担当。
運営方針などを決めている。
大会では監督を務める。



終
わ
り
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ



•目的

全ての運動部部活
動顧問の負担軽減

指導員2名

【木曜日】

理学療法士

【火曜日】

ダイエットスタジオ経営

パーソナルトレーナー

各運動部活動を横断的に指導する部活動指導員

今年度導入



• １～２つの部活動を指導員が指導

• ストレッチ・体幹トレーニング・筋トレ・ラダー・ランニングな
どのトレーニングを中心に指導員が計画を立て実施



計画・運営の動き

• スケジュールは、働き方改革担当が部活顧問の希望を聞きな
がら調整

• 活動場所は部活動での練習場所や柔道場

• 顧問は原則部活動にはつかず、その時間を有効活用し、退校
時間を早めるよう努力する。

一回目の練習の時には、顧問がつくことも多かったが、
二回目以降、任せることができるようになった



当日の様子
～１６:１０ 活動場所の解錠・準備

１６：１０ 生徒を集める

あいさつ

出席確認・健康観察

〈 活 動 〉

１７：４０ 活動終わり

健康観察

評価とあいさつ

１８：００ 下校指導（更衣後生徒が下校するまで正門付近で指導）

片付け・施錠（必要に応じて）

記録を記入し、次回の確認をする。（何かあれば管理職に報告）

勤務終了



トレーニングの日は

３ヶ月に２、３回くらい
のペース

• 一つの部活動に年間５，６回程
度トレーニングの日が回ってく
る。（今年度は８月からスタート
したので６回程度になる）

• たとえば、１０月～１２月の３ヶ
月で２回分のトレーニングを受
けることができる。

６ 月～ 月の部活動指導員によるトレーニング割当10 12

日にち 参考 部活名 人数 場所 担当

１０月 １日 木 ソフテ ２８ 保健教室 大下（ ） 28

８日 木 水泳 １５ 保健教室 大下（ ） 15

１３日 火 卓球女 バレー ３１ 柔道場 長谷川（ ） 17 14

１５日 木 年懇談 再登校 バスケ女 １６ 保健教室 大下（ ） 12 16

２０日 火 バド女 ６４ 柔道場 長谷川（ ） 掃除なし 64

２２日 木 生徒会委員会 バスケ男 ３６ 柔道場 大下（ ） 36

２７日 火 テニス ４０ 柔道場 長谷川（ ） 40

２９日 木 年進路懇談 サッカー ２５ 保健教室 大下（ ）3 25

１１月 ５日 木 剣道 ソフテ ３９ 剣道場 大下（ ） 11 28

１０日 火 年テスト 体操 バド男 ３９ 柔道場 長谷川（ ） 3 19 20

１２日 木 卓球男 ３６ 柔道場 大下（ ） 36

１７日 火 教育相談 陸上 バレー ２９ 保健教室 長谷川（ ） 29 14

１２月 １日 火 野球 ２８ 保健教室 長谷川（ ） 28

３日 木 バスケ男 ３６ 柔道場 大下（ ） 36

８日 火 サッカー ２５ 保健教室 長谷川（ ） 25

１０日 木 年懇談 体操 バド男 ３９ 柔道場 大下（ ） 3 19 20

１５日 火 陸上 バレー ４３ 柔道場 長谷川〈 〉 29 14

１７日 木 ４４ 剣道場 大下（ ） 剣道 卓女 バス女11 17 16

２２日 火 卓球男 ３６ 柔道場 長谷川（ ） 36

２４日 木 年懇談 野球 ２８ 保健教室 大下〈 〉 12 28



６ 月～ 月の部活動指導員によるトレーニング割当10 12

日にち 参考 部活名 人数 場所 担当

１０月 １日 木 ソフテ ２８ 保健教室 大下（ ） 28

８日 木 水泳 １５ 保健教室 大下（ ） 15

１３日 火 卓球女 バレー ３１ 柔道場 長谷川（ ） 17 14

１５日 木 年懇談 再登校 バスケ女 １６ 保健教室 大下（ ） 12 16

２０日 火 バド女 ６４ 柔道場 長谷川（ ） 掃除なし 64

２２日 木 生徒会委員会 バスケ男 ３６ 柔道場 大下（ ） 36

２７日 火 テニス ４０ 柔道場 長谷川（ ） 40

２９日 木 年進路懇談 サッカー ２５ 保健教室 大下（ ）3 25

１１月 ５日 木 剣道 ソフテ ３９ 剣道場 大下（ ） 11 28

１０日 火 年テスト 体操 バド男 ３９ 柔道場 長谷川（ ） 3 19 20

１２日 木 卓球男 ３６ 柔道場 大下（ ） 36

１７日 火 教育相談 陸上 バレー ２９ 保健教室 長谷川（ ） 29 14

１２月 １日 火 野球 ２８ 保健教室 長谷川（ ） 28

３日 木 バスケ男 ３６ 柔道場 大下（ ） 36

８日 火 サッカー ２５ 保健教室 長谷川（ ） 25

１０日 木 年懇談 体操 バド男 ３９ 柔道場 大下（ ） 3 19 20

１５日 火 陸上 バレー ４３ 柔道場 長谷川〈 〉 29 14

１７日 木 ４４ 剣道場 大下（ ） 剣道 卓女 バス女11 17 16

２２日 火 卓球男 ３６ 柔道場 長谷川（ ） 36

２４日 木 年懇談 野球 ２８ 保健教室 大下〈 〉 12 28

３
ヶ
月
に
２
，
３
日

たとえば

バレー部の
場合



指導員は指導記録をつける
顧問はいつでも見ることができる





【アンケートより】

運動系部活動を横断的に指導する部活動指導員の導入が、時間の確
保や負担軽減につながったと思いますか。

肯定的評価６５．９％

• 8月から12月の期間導入した運動系部活動

15部活動中15部

• 次の1月から3月も利用したいと回答した部活動顧問

15部活動中15部

部活動指導員の横断的活用を導入して

１００％



部活動指導員の横断的活用を導入して

•生徒の意識向上
専門的にトレーニング法を教えてもらえるために生徒も意欲的に取り

組んでいた。また、けが防止の意識も高まった。

•顧問の精神的負担軽減
指導員がつく日の部活動については集合から解散まで任せることが

できる。

•顧問の時間的負担軽減
各運動部活動を横断的に指導する部活動指導員がつくことに
よって、一部の部活動に偏らず、多くの顧問の時間軽減につながった。



部活動指導員のより有効な活用に向けて

• 顧問の精神的・時間的な負担軽減のため、部活動指導員の活用は重要で
ある。

• どのような部経営をするのかについて、学校と部活動指導員の連携は欠
かせない。

• どの部活で指導員を導入するか、顧問の状況だけでなく、学校運営全体を
見据えた検討が必要である。

• 多くの部活動で土日の指導や試合を部活動指導員が担うようにするべき
である。

• 運動部活動の地域スポーツへの移行が求められている中、懸案となること
が多いが、全ての部活動を指導員とすることも一つの案になるのではない
か。



❷定時退校日・会議のペーパーレス化



定時退校日
毎週水曜日は部活動・会議なし

定時退校を呼びかけ



会議のペーパーレス化
職員会議の資料は事前にフォルダに入れ
ておく。
会議で提案者は読み上げない

→３０分程度で終了



❸採点システムの導入



採点システムを使った採点の流れ

① 模範解答をスキャナで取り込み、採点する範囲を指定する。

② 生徒の答案用紙をスキャナで取り込む。

③ コンピューター画面上に同じ設問の解答を並べて○×をつける。

（串刺し採点）

④ 採点結果はコンピュータ上で観点別および合計の点数として一覧表で

示される。そのデータを自校の集点表に貼り付ける。

⑤ データとして保存された生徒の答案用紙（採点されたもの）をプリント

アウトし、生徒に返却する。



串刺し採点のコンピュータ画面



生徒に返却す
る答案用紙の
イメージ



丸つけ・点数集計・点数の転記および成績ファイルへの入力
の時間がかなり削減される

業務時間の削減

90 50 240

540

60

120

5

120

15

90

自動採点システム

手で採点した場合

自動採点システムで採点した場合の時間短縮の例（１年国語３クラスの場合）

模範解答の登録 生徒の答案用紙アップロード 採点（○付け）

採点見直し 点数集計 成績管理ファイルへの入力

平均 ４５．５％削減
（昨年度利用者６人への調査）

（分）

採点システムを使ってみて
＜良かったこと＞



採点システムを使ってみて

ＰＤＦやＪＰＥＧのデータとして残るため、返却の際に書き直す
などの不正の防止になる

答案用紙返却の際の不正防止につながる

採点ミスが減る

串刺し採点のため、同じ答えが並び、○つけのミスが少なくなる。
必要な場面で自由に拡大して確認することができる。
正答のみ・誤答のみをそれぞれソートして確認することができる。

＜良かったこと＞



設問に対してどのくらいの割合の生徒が正答しているか一目
でわかるため、どの設問で多くの生徒がつまずいているのか
がわかり、授業改善につなげることができる。

学習状況の分析ができる

分担して採点できる

クラスごとの採点ではなく、全クラス同時に採点できるので、複数人
で問題ごとに分担して採点することができる
同じ人が同じ問題を全員分採点することが可能となり、細かい採点
基準を合わせるための打ち合わせに時間をかける必要がなくなる。

採点システムを使ってみて
＜良かったこと＞



・コンピュータに不慣れな教員にとっては、慣れるまでに時間
がかかる。

定着するまでには研修等の時間が必要

・システムダウン等のトラブルがあった時の対応

・○×△の大きさの設定変更・国語など縦書き教科への
使いにくさの解消など

システムの細かい改善が必要

採点システムを使ってみて

＜課題となったこと＞



今後の見通し

校内体制として全員で利用する方向を模索する

現在 国語科・社会科・数学科・理科・美術科に導入

次も利用したいと
答えた人１００％



テスト前
テスト問題の作成・模範解答設定

テスト直
後

答案をスキャンしてアップロード

採点
分担し、串刺し採点

入力
校内の成績シートに入力

採点日
などの
設定

今後の採点システム活用イメージ

採点業務
の分担



安心して生活できる
学校づくりのために

１ 生徒理解のための取組

２ 生徒一人ひとりの居場所づくり



１ 生徒理解のための取組

①学校生活・交友関係アンケートと教育相談

６月

１１月（生徒が相談者を選択）

１月（１・２年生のみ）実施

②ASSESSの活用と校内研修会

７月実施→校内研修会で学年で検討

安心して生活できる学校づくりのために



安心して生活できる学校づくりのために

２ 生徒一人ひとりの居場所づくり

①学級力向上プロジェクト

・学級力アンケートの取組

６月

１月（３年生のみ）

２月（１・２年生のみ）実施

・ライフスキル・ソーシャルスキルワーク

研究部と連携したSEL-8Sの取組



２ 生徒一人ひとりの居場所づくり

②生徒会のいじめ撲滅の取組

・ありがとうカード

・いじめ撲滅のためのスローガン作り

安心して生活できる学校づくりのために



安心して生活できる学校づくりのために

２ 生徒一人ひとりの居場所づくり

③ふれあいひろばの充実

④絆学習プロジェクト

⑤生徒の自尊感情を育てるための掲示物



１ 生徒理解のための取組

①学校生活・交友関係アンケートと

教育相談

６月 学級担任による教育相談

１１月 全教職員による教育相談

（生徒が相談者を選択する教育相談）

１月 学級担任による教育相談



教育相談における今年度の工夫

①アンケート結
果を支援者会
議で持ち寄り、
共有、審議をし
て教育相談に
臨む

＊支援者会議のメンバー：
管理職、学年主任、生徒指
導主事、教育相談・支援主
任、スクールカウンセラー等



教育相談における今年度の工夫

②校内研修会の充実
生徒理解とカウンセリングスキルの向上

・ASSESSの研修と

ASSESSの結果の分析

・ゲートキーパーとしての心構えの研修

・教育相談の進め方と支援が必要な生徒

への対応の仕方の研修



ASSESSの研修と

ASSESSの結果の分析



ゲートキー
パーとして
の役割

ゲートキーパーとしての心構え
等の研修

心配な生徒
への対応



教育相談の進め方と支援が必要
な生徒への対応の仕方の研修

カウンセリング
マインド等



③教育相談通信
「すくすく五中っ子」の配付

生徒版

保護者版

自己肯定
感の高め
方等紹介

子育ての
ヒント等の
紹介



④「先生、聞いて！」ボックスの設置



⑤生徒が相談者を選択する
教育相談の進化発展

【ねらい】

〇いじめの早期発見と生徒の

実態把握

○困ったことが起きた際の相

談窓口となる教職員を増やす

→早期対応と早期支援



【ねらい】

○情報共有と連携→学校全体で

の支援と外部機関との連携

○生徒にとって価値ある面談に

○すべての教職員のカウンセリ

ングスキル向上

○期間中の担任への負担軽減

⑤生徒が相談者を選択する
教育相談の進化発展



アンケート結果

86%

13%

自分の話を聞いてもらえたか

1 2 3 4

８８%

11% 1%

1 とても聞いて
もらえた
２どちらかという
と聞いてもらえた
３あまり聞いて
もらえなかった
４全く聞いて
もらえなかった



1 2 3 4

1 とても良いと思う
２どちらかというと良い
と思う
３どちらかというと良く
ないと思う
４全く良くないと思う

７８%

２０%
1.5%

生徒が相談者を選ぶ
教育相談をどう思うか

0.5%



1 2 3

９１%

６% ３%

1 生徒が相談者
を選ぶ形の教
育相談
２学級担任が学
級の生徒全員
に行う形の教
育相談
３その他

どのような教育相談が気持ちを
話したり、相談したりしやすいか



安心して生活できる学校づくりのために

２ 生徒一人ひとりの居場所づくり

①学級力向上プロジェクト

②生徒会のいじめ撲滅の取組

③ふれあいひろばの充実

④絆学習プロジェクト

⑤生徒の自尊感情を育てるための掲示物



２ 生徒一人ひとりの居場所づくり

①学級力向上プロジェクト

・学級力アンケートの取組

７月

１月（３年生のみ）

２～３月（１・２年生のみ）実施

・ライフスキル、ソーシャルスキルワーク

研究部と連携したSEL-8Sの取組



①学級力向上プロジェクト

学級力アンケートのねらい

〇生徒一人ひとりにとって心の居場所のあ

る生き生きとした「学級・ 学年集団」づくり

をする。

〇いじめを未然に防ぎ、いじめを発生させ

ない学級・学年集団づくりをする〈いじめ防

止教育〉



学級力アンケートのねらい

〇学級力を向上させるために、生徒たち自身に課

題意識と課題解決に参加する意識を持たせる。

〇教師と生徒たちの協同的な学級づくりの取組を

支援する。

〇学級経営を、個々の担任のものとせず、学年や

学校全体のものとして、学級や生徒たちを見守り

支える。



スクラムタイム①
・「よい学級とは何か？」

ビッグ・カルタ

マインドマップ

で考えていく

・ 第１回学級力アンケート

実践内容



「学級力」の６つの領域

・達成力
・自律力
・対話力
・協調力
・安心力
・規律力



学級力アンケートを基にした
レーダーチャートの分析



スクラムタイム②で考えた学級の
『売り（成果）』と『直し（課題）』

成果と
課題を
可視化



ライフスキル・
ソーシャルスキルワーク

•アンガーマネージメント

•ストレスマネージメント

•人間関係づくり

•いじめ防止等

生徒指導部と研究部で連携して
SEL-8Sを推進



ライフスキル・
ソーシャルスキルワーク



ライフスキル・
ソーシャルスキルワーク後の掲示物



学級力向上プロジェクトでの
平成31年度の学級の成長（第２学年）



令和２年度の学級の
レーダーチャート（第３学年平均）
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安心力

規律力

６月７



③ふれあいひろばの充実

・スクールカウンセラーとスクール

ソーシャルワーカーとの連携

・開設時間の見直し

平成30年度の開設時間

９：００～給食終了まで

令和2年度の開設時間

８：２０～１６：２０

２ 生徒一人ひとりの居場所づくり



ふれあいひろばの充実

第２ふれあい
ひろば

パテ―ション
で個室に



ふれあいひろば学習ボード
名前 学習計画教室での学習進度 個人で計画

を立てます



ふれあいひろばの利用者数の推移

平成３０年度 平成31年度 令和2年度
（12月末現在）

全校
生徒数 870人 866人 876人
長期欠席
者数 ５２人 ４８人 ４９人

ふれあい
ひろば
利用者数

１６人 ２６人 ３１人
約２倍



ふれあいひろばの充実

一人ひとりの登校スタイルに
合わせた登校

家庭訪問しなくても学校で
生徒に会って話ができる



学校で生徒に会って話ができる

教職員の家庭訪問の回数
を減らすことができる

働き方改革にもつながる



まとめ ～成果①～

• 自校の働き方改革についての意識は高まっていますか？

肯定的評価 今年度 ７３．９％ 昨年度 ６９．１％

• あなたは在校等時間を縮減させるための取組を実践していますか？

肯定的評価 今年度 ８０．９％

• 今の働き方に満足していますか？

肯定的評価 今年度 ５０．０％ 昨年度 ２７．６％

2年間の取組を通して、働き方改革についての意識は高まり、今の働
き方に満足している人が増えた。



部活動指導員や採点システムなどの活用に関して、一部の顧問・教
員の負担軽減でなく、組織として負担軽減になる方法を試行すること
ができた。

定時退校日の設定や会議のペーパーレス化・会議運営の方法の工
夫などにより、定時退校しやすくなった。

• 設定された定時退校日において、業務の進め方の工夫等を行うこと
において定時退校しやすくなったと思いますか？

肯定的評価 今年度 ７５．６％

まとめ ～成果②～



ASSESSの分析や教職員研修を行ったり、教育相談の実施方法を工
夫したりしたことで、より一層生徒理解を深めることができた。

生徒一人ひとりにとっての居場所をつくる取り組みをすることによって、
学級が成長したり、長期欠席だったが教室復帰した生徒やふれあい
ひろばに登校できるようになった生徒が増加したりした。

• 長期欠席者数の減少とふれあいひろば利用者数の増加

一昨年度→今年度 長期欠席者： ５２人→４９人

ふれあいひろば利用者：１６人→３１人・・・約２倍に増加

まとめ ～成果③～

• 生徒アンケート「自分の話を聞いてもらえたか？」 肯定的評価 今年度 ９９％

• 教職員アンケートの記述・・・「色々な生徒と教職員がつながることができた。」

「『担任以外の先生でも相談していい』と子どもが認識できた。」など



まとめ ～今後に向けて～

• 部活動指導員配置の充実が今後実現すれば、働き方改革に直結
すると考えられる。

• 現段階ではまだ採点システムを全員が使う段階になっておらず、
結果の検証はできていないが、業務改善の効果が期待される。

• 教育相談での、生徒が選択できる相談相手の選択肢をさらに広げ
ることにより、生徒の思いに一層寄り添えるようにしていくことが必
要であるが、そのための事務作業の簡略化も考える必要がある。



学校教育目標

働き方改革の取組

いじめ防止対策の取組

五日市中学校が取り組んだこと
～２年間のまとめとして

自ら学び 仲間と協働して 未来に向かって挑戦する生徒の育成

基礎学力の定着と
思考力・判断力・
表現力の育成

自尊感情・道徳性の
醸成

意欲や感情を
コントロールする力

の育成

自学 自尊 自律


